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『第45回日本創傷治癒学会』開催のお知らせ

このたび日本創傷治癒学会理事会ならびに評議員会、総会のご推薦

とご承認を頂き、第 45回日本創傷治癒学会を主宰させて頂く運びになり

ました。非常に長い歴史と実績を持ちます本学会を東京で開催させて頂

けることを大変に光栄に存じております。会場は交通要所の東京駅に直

結した JPタワー　ホール&カンファレンスで平成27年11月30日から12

月1日迄の2日間にわたり、学術集会 ・ 総会 ・ シンポジウムを開催させて

頂くこととし、鋭意準備を進めてまいりました。

昭和46年に設立された日本創傷治癒学会は今回で45回目にあたり、

その長い開催歴から世界で古い創傷治癒学の学術集会として注目され

ています。本学会の理念は設立当初から臨床医学研究者、基礎医学研

究者や看護学研究者が横断的に集い、高いアカデミズムに裏付けられ

た基礎的研究成果を、臨床医が直面する問題点と包括的に検討するこ

とで、新たな治療法創生による臨床的応用の確立を目指してきました。

昨今の医療技術進歩により『創傷治癒』を取り巻く環境は急速に進歩し、

基礎医学で解明された新知見が新たな医療法創生に直結する時代となっ

てきました。『創傷治癒』は侵襲組織の治癒過程を解明する学問であり、

瘢痕で置換される修復(repair) と同一組織による再生(regeneration) と

いう二つの過程から成り立ちます。従来から組織修復に関連した一連の

メカニズムが詳細に解析され、その結果は臨床医学の発展に貢献してき

ましたが、組織再生は長年暗闇のベールに包まれて解明されませんでした。

今後の新たな創傷治癒学による治療法創生には侵襲後の組織再生のメ

カニズムを解明する必要性があります。

このような状況を踏まえて、本学会のテーマを『新創傷治癒学―創生•

展開•未来』と設定しました。ノーベル医学賞を受賞した京都大学山中教

授が開発した iPS細胞による我が国独自の再生医療が世界から注目され

ております。よって、我が国独自の再生医療の最新知見や創傷治癒にお

ける方向性を学会員の方々にお知らせするため、『再生医療のUpdate』

のセッションを設けました。また、国民高齢化による動脈硬化が原因の血

流障害に対する新しい治療法がコメディカルの方々の協力で実践されて

おります。これらの新知見を学会員の方々と検討し、さらに発展させる

ため、『重症下肢虚血の治療戦略』のセッションを設けました。より良い創
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傷治癒には医師のみならず、コメディカルの方々と

のチーム医療の実践が必要なのは明らかです。

したがって、臨床医師のみならず創傷治癒に関わる

基礎医学者、看護師、理学療法士、作業療法士の

参加による職種を超えた横断的な討議を企画し、

有効な治療法を前向きに考える機会となれれば

望外の喜びです。

皆様のご参加をお待ちしております。

東京駅丸の内南口に直結するＪＰタワー (旧東京中央郵便局、写真左)の4階のホール&
カンファレンスで行われる。JPタワーには有名な商業施設『KITTE』(写真右)が隣接し、
有名な飲食店や物販店舗が軒を連ねる。

写真 　学会が開催されるJPタワー　ホール＆カンファレンス
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